
202　家政学原論・家庭経営・家族関係

E 17 福岡市にkロする高齢考．廬感泉熱vこ刈すゐ譚麦　（第＼參．

すり≒‥す葛感に才氷す盾裾凶゛ﾁにっ／し一一一．
徽原サ学園収人　　小川直材

〔(社)日本家政学会

　目的昭和i1年烹針^利発4i

鳶か的研祀一滴・政策の以めの基あり祠t ■庶符二」の一農に%. 鴻岡孝､-- i八ぺ初

年凛湖底町?めれnこ(研愈<* 3 ．年輩衆辞覧為事希渚>よ、詞養・分何^まレ1 商齢看I-

おふぼす4- ? ≫･'＼ヽやす渦感、ヽ哺ら。じのような座巌・あり方＼. ・ゾわっい｀ゐヵ｀の詔鍼iこ

差プI,' マ、知系£明りり- いうｋすゐものt･涵る。竿＼ 租町

　方法劃曇対象地域･*扁岡市来μ■ 中考区･ 南区。か棟£ ･町内・ヽうぶ'5オがよ､の男やよ

員£リストアタブすゐ: L 色日裸に/j傅りrf成し、名一iHlともTy昴^･の高齢者tj**レｚ

対漿虜t-ﾚr., /2溥曙戎に考rこ。X x工.入黙々軋鼎沸% も多ぐk十章nゑは、熹町内の

高齢の世価咸0Mけ万邦フr->　鋼^時期ば肥和が年/ｸ恥ヽbμ恥一ヽけて留£債伺于

・Tt。配家丿郎｡肩卸業ダ･ﾁﾞい･あいう^却回収率､まμ5'A で･める。

　邦素山吹パ'■■ V t す瀕参t共に局Mわろ＝Y. I-す参ずる凶了V- べ、ひろろん. 者季

同・よりい充足y ill I- ゐ場倉）也阿tのつ3 か､ヽ移、拳･'>日二果劇的驀進しが薦保

･恥t いゐこら　- iしj z-・人^へ。満え薦、加■ 反人fc.。つき倉い作/歌≫'' ふげう水乱

　1%））i ・価･乙Xレ£ 呟い’せゐ因乱小j fi貢邨し*^ rj い周了^ 貧証妙｀なされた・

　(3）一濠的に考考ざ氷るよいこ両者It、おおむね重w リ漸うもの?･あゐこt *'■'明らi>ヽに

rs -,r-. い｀し. 僻測ら観希レ≪ *ゐμず痛感ダ^ビもヽの煮声的≪､絆･.^ リタ<閉まず

ゐI と. 度ぎダい、"'屑ん的刺刺飢こタぐっrs ダゐ2 との旅証が｀なざれrt.

E 18　　　4 世代家族の世代間関係-静岡県志太郡岡部町調査よりー

　　　　　　常葉学園大　　　○松島宏子
　　　　　　大和学園女子大　山根紀子

　　　目的：昭和57年に同地域で行なわれた大量調査により。とくに４世代家族における世代間の情緒関

　　係の統合度が高いことが明らかにされた、そこで本研究では. 4世代家族における家庭内の権威・勢力

　　構it. 役割分担、生活分難度などの讐要因と世代間関係との分析。考察を行なう。

　　　方法：詞査時期………昭和60年８月７～９日　　　調杢方法･･･訪問面接聴取法を用い事例鮮吏を実施

　　　　　　　調杢対象者…静岡県志太郡岡部町の４世代家族を構成する、母と嫁17組計34.人

　　　結果: ①生活設備、経済。食事が同一の完全同居形態であるが。意識の上では祖父母、父母。夫嫁

　　子という３つの核が存在する。②家族貝は４世代での同居生活を肯定、享受しているが、世代間の緊

　　張は常に内在している。③祖母（G,）一母（G。）一嫁（G.）という連続的な世代間関係よりも、姑（a 、

　　一嫁（G。）と姑（G,）‐嫁（G,）という２つのサプ･ユニットが存在し、母（G。)が、祖父母（G、）と夫嫁

　　（G,）の世代間の飼≪役を果たし、緊張を緩和している。④祖父母（G，）の身体的・精神的世話役は、

　　父母（G,）にある。⑤世代間で意見のくい違いがみられるのは、主に、子供のしつけ、献立、農巣経

　　営である。⑤生活全般にわたる分離志向は. G。よりもG,に強く。とくに経済の分離希望が多い。ま

　　た、現在の分離志向レベルは、老後の子供との同別居形態希望と深い関連がある。⑦子供のことが全

　　世代の共通の関心。話題となtJ。IS居の楽しさにつながっている. ⑧世代間の連続性を維持し、強調

　　していくためk:.母（G。）,嫁（Ga）共に会話の重要性を強調している。


